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号を用いれば干渉がない 角速度信号を用いると干渉が大きいが 0 次モードの角速度のみを利用す
れば干渉が避けられるなどの点を明らかにした。また，新たな安定化方式として，無効電力制御装置
を提案し，その制御回路の設計法を工夫した。
このように，本論文は電力系統の不安定現象の安定化制御に多くの知見を加えるものであり，学位
論文としての価値があると認める。
。。円
i
Aせ
